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報道関係  各 位 

記 者 会 見 の ご 案 内 
 

東京農工大学と台湾工業技術研究院が 

包括的相互協力協定を締結 

 拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は、東京農工大学にご厚情を賜り、厚く御礼
申し上げます。 

 さて、来る 5 月 22 日（水）15 時 30 分より、下記のとおり東京農工大学の松永是・学長及び台湾工業技術院
の吳東權・副院長による「包括的相互協力協定締結」につきまして、記者会見を行う予定です。 

 台湾国立工業技術研究院は、日本における経産省産業技術環境局に相当する機関であり、1973 年に台湾北部
の新竹に設立されました。当地は「台湾のシリコンバレー」として知られていますが、さらに台南科学工業園
区に 2005 年に南分院が設立され、南台湾創新園区（台南市）、六甲院区（台南県）にも拠点を持っています。
これらの拠点では情報通信、電子・オプトエレクトロニクス、バイオメディカル、ナノテクノロジー・材料化
学、先端製造・システム、環境・エネルギー等の新産業分野における産業界のニーズを元に、基礎研究をベー
スとした応用研究の推進し、米国シリコンバレーをはじめとする各国の研究所やハイテククラスターと多面的
な交流を図っています。  

 これまで東京農工大学では工業技術研究院と協力し、『台北國際發明技術交易展』への出展、植物工場等に関
する研究連携協議などを推進して参りました。また、平成 24 年度からは博士課程教育リーディングプログラム
の開始とともに、実践力をもつ博士課程学生の育成について相互に協力してさらに連携活動を発展させること
を計画しています。このような包括的な組織間連携による教育・研究活動は日本と台湾の相互交流の発展にも
大きく寄与するものであります。 

 当日台湾からは吳東權・副院長ならびに、經濟部技術處 林全能・處長、政策科 翁燕芬・技正、工業技術研
究院 材料化学研究所 李宗銘・副所長、機械與系統研究所 蔡禎輝・副所長等、多数の関係者の出席のもとに
交流計画の概要、今後の展望などについてご説明申し上げます。 

 つきましてはご多忙中誠に恐縮ですが、記者の皆様方のご臨席を賜りますよう、ここにご案内申し上げます。
何卒よろしくお願い申し上げます。                                 

                                               敬具 

記者会見概要 

 

日  時：５月２２日（水） １５：３０～１６：３０ 

場  所：東京農工大学 本部 武蔵野荘 50 周年記念ホール （東京都府中市晴見町 3-8-1） 

発表案件：「包括的相互協力協定締結について」  

主催者側出席者：東京農工大学 学長 松永是   

        理事（副学長）國見裕久、纐纈明伯、堤正臣、西村直章 

        農学研究院長 荻原勲、学長補佐 千葉一裕、他 

        經濟部技術處 林全能・處長、政策科 翁燕芬・技正 

        工業技術研究院 吳東權・副院長、材料化学研究所 李宗銘・副所長、 

        機械與系統研究所 蔡禎輝・副所長、他 

 

※会場の準備の都合上、下記にご出欠をご記入戴き、ＦＡＸにてご連絡戴きますようお願い申し上げます。 

ＦＡＸ送信先：０４２－３６７－５５５３ 切り取らずにこのまま５月２０日迄に送信ください。 
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 この件に関するお問い合わせ 

国立大学法人東京農工大学 研究国際部国際交流課 

ＴＥＬ：042－367－5512  email：kokusai@cc.tuat.ac.jp


